
 

お
盆
っ
て
な
に
？ 

 

お
盆
（
盂
蘭
盆
・
う
ら
ぼ
ん
）
は
、
亡
く
な
っ
た
ご
先

祖
さ
ま
や
大
切
な
人
が
一
時
的
に
こ
の
世
に
帰
っ
て
く

る
、
心
あ
た
た
ま
る
仏
教
行
事
で
す
。 

そ
の
由
来
は
、
お
釈
迦
さ
ま
の
お
弟
子
・
目
連
さ
ま

の
物
語
に
あ
り
ま
す
。
目
連
さ
ま
は
、
亡
き
母
が
「餓
鬼

道
」
と
い
う
飢
え
と
渇
き
に
苦
し
む
世
界
に
堕
ち
た
こ

と
を
知
り
、
お
釈
迦
さ
ま
に
救
い
を
求
め
ま
し
た
。 

「
多
く
の
僧
侶
に
供
養
を
し
な
さ
い
」
と
教
え
ら
れ
、

そ
の
と
お
り
実
践
し
た
こ
と
で
、
母
は
救
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
教
え
が
「盂
蘭
盆
（
う
ら
ぼ
ん
）
」の
始
ま
り
と
さ
れ

ま
す
。 

「
盂
蘭
盆
」
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
「
ウ
ラ
ン
バ
ナ

（
逆
さ
吊
り
）
」
の
音
訳
と
さ
れ
、
逆
さ
に
吊
る
さ
れ
た

よ
う
な
苦
し
み
か
ら
人
を
救
う
と
い
う
意
味
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。 

浄
土
宗
で
は
、
亡
き
方
は
阿
弥
陀
さ
ま
に
導
か
れ
て

極
楽
浄
土
へ
と
往
生
さ
れ
ま
す
。
お
盆
は
、
そ
の
方
々

が
私
た
ち
の
も
と
へ
帰
っ
て
く
る
と
さ
れ
る
と
き
。 

お
墓
参
り
や
仏
壇
へ
の
お
供
え
を
通
じ
て
、
「
南
無

阿
弥
陀
仏
」
と
称
え
、
亡
き
人
へ
の
感
謝
と
想
い
を
静
か

に
伝
え
ま
し
ょ
う
。 

         

お
盆
の
お
参
り 

  

各
ご
家
庭
を
お
伺
い
す
る
棚
経
（
盆
経
）
は
、
左
記
の
と

お
り
で
す
。
時
間
帯
な
ど
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
ど
う
ぞ
遠
慮
な
く
宗
紅
寺
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 

 

八
月 

十
日
（
日
） 

 

福
岡
県
内
・鳥
栖
市 

八
月
十
一
日
（月
）
午
後 

 

島
原
市
・長
崎
市 

 

八
月
十
二
日
（火
） 

 

佐
世
保
市
・小
城
市
・佐
賀
市
・唐
津
市 

八
月
十
三
日
（水
） 

滝
川
内
・川
内
野
・大
久
保
・天
神
・立
岩 

勝
田
・二
里
町
大
里
・城
・川
東
・木
須 

福
島
町
・里 

八
月
十
四
日
（木
） 

 

福
川
内
・楠
久
・茅
野
・茅
野
団
地
・
野
々
頭 

浦
之
崎
・波
瀬
・
久
原
・
大
川
内
・八
谷
搦 

立
花
町
・広
田
団
地
・大
坪
町
・新
天
町 

脇
田
・瀬
戸 

八
月
十
五
日
（金
） 

 

長
浜
・国
見
団
地
・武
雄
市
・松
浦
町 

      
盂
蘭
盆
会
（合
同
供
養
） 

八
月
十
五
日 

午
後
四
時 

本
堂
に
て
、
盂
蘭
盆
供
養
を
行
い
ま
す
。
初
盆

を
迎
え
ら
れ
る
方
や
、
ご
先
祖
さ
ま
の
ご
供
養

を
ご
希
望
の
方
は
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

※
回
向
料
は
随
意
で
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。 

 

樹
木
葬
・お
盆
回
向 

八
月
十
五
日 

午
後
四
時
半 

 

◆
本
堂
落
慶
法
要 

（令
和
七
年
五
月
十
七
日
） 

 

本
堂
落
慶
法
要
を
無
事
に
厳
修
い
た
し
ま
し
た
。 

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
多
く
の
ご
参
列
を
い
た
だ

き
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

皆
さ
ま
の
ご
支
援
の
お
か
げ
と
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。 
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